
決算書掲載頁　309

内
訳

老人保健制度の円滑な運営を行う

適正に老人保健事務費拠出金事務を行う。

貢
献
度

今
後
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性

国民健康保険制度を適正に運用する社会保障
共生共感都市
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綱

国民健康保険事業勘定特別会計

事業： 老人保健事務費拠出金 0153
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会　計

老人保健制度の円滑な運営を行う
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業
費
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源

細事業：老人保健事務費拠出金 01事業
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直営 平成14年度 高齢者の医療の確保に関する法律

社会保険診療報酬支払基金

適正に処理する。
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事業：老人保健事務費拠出金                                

１．老人保健事務費拠出金 

社会保険診療報酬支払基金における老人保健拠出金業務に関する事務の処理に要する費用は、各医療保険者を通

じ、国保や健保組合等の加入者が負担することとされ、この費用に充てるため、各医療保険者は社会保険診療報酬

支払基金へ老人保健事務費拠出金を納付する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

細事業：老人保健事務費拠出金                             

１．老人保健事務費拠出金 

平成２５年度は、加入者一人当たりの負担額１．５円に加入者見込み人数を乗じた６１，１１６円を老人保健事

務費拠出金として社会保険診療報酬支払基金に支払った。 

 


